
「
地
域
金
融
の
課
題
と
競
争
の

あ
り
方
」の
ポ
イ
ン
ト
解
説

地
域
住
民
・
企
業
の
厚
生
の
向
上
に
資
す
る

競
争
政
策
の
遂
行
を
図
れ

地
域
金
融
の
競
争
政
策

成
城
大
学　

名
誉
教
授　

村
本 

孜

ル
ー
ト
エ
フ　

代
表︵
金
融
庁
参
与
︶

　

大
庫 

直
樹

経
営
統
合
が

﹁
一
つ
の
選
択
肢
﹂
に
な
る
理
由

　

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
確
保
・

個
別
金
融
機
関
の
健
全
性
維
持
と
金

融
市
場
の
競
争
に
よ
る
効
率
性
の
実

現
は
、
経
済
の
発
展
・
国
民
生
活
の

安
定
な
ど
を
考
え
る
上
で
重
要
な
テ

ー
マ
で
あ
る
。
国
全
体
の
問
題
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
地
域
経
済
に
と
っ

て
も
同
様
で
あ
る
。
特
に
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
考
え
る
う
え
で
、
地

元
企
業
の
育
成
・
発
展
・
再
生
等
を

担
う
地
域
金
融
機
関
の
機
能
は
大
き

い
。
そ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
地
域

経
済
に
と
っ
て
の
金
融
機
関
と
そ
の

競
争
環
境
と
い
う
問
題
設
定
に
は
一

定
の
解
が
必
要
で
あ
る
。

　

金
融
行
政
は
、
前
事
務
年
度
の

「
金
融
レ
ポ
ー
ト
」
を
踏
ま
え
た
当

該
事
務
年
度
の
「
金
融
行
政
方
針
」

に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
と
い
う
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
展
開
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
現
下
の
金
融
行

政
を
読
み
解
く
に
は
、「
16
事
務
年

度
金
融
レ
ポ
ー
ト
」
と
「
17
事
務
年

度
金
融
行
政
方
針
」
を
精
読
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
る
。

　

金
融
庁
は
13
事
務
年
度
以
降
、
地

域
銀
行
が
直
面
し
て
い
る
人
口
減
少

や
低
金
利
環
境
の
継
続
と
い
っ
た
環

境
の
変
化
が
地
域
銀
行
の
収
益
に
与

え
る
影
響
の
試
算
を
行
っ
て
き
た
。

「
15
事
務
年
度
金
融
レ
ポ
ー
ト
」
で

﹁
金
融
仲
介
の
改
善
に
向
け
た
検
討
会
議
﹂︵
以
下
、
検
討
会
議
︶
は
、﹁
２
０
１
５
事
務
年
度
金
融
行
政
方

針
﹂
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
有
識
者
会
議
で
、
15
年
12
月
以
降
、
企
業
の
価
値
向
上
や
経
済
の
持
続
的
成
長
、
地

方
創
生
に
貢
献
す
る
金
融
業
の
実
現
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
検
討
会
議
が
18
年
４
月
11
日
に
公
表

し
た
報
告
書
﹁
地
域
金
融
の
課
題
と
競
争
の
あ
り
方
﹂
は
、
金
融
機
関
の
健
全
性
と
金
融
仲
介
機
能
の
発
揮

を
両
立
す
る
た
め
の
最
適
な
政
策
・
競
争
の
あ
り
方
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
口
減
少
・
企
業
減
少
と
い

う
慢
性
ス
ト
レ
ス
は
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
と
い
う
低
金
利
環
境
も
あ
り
地
域
金
融
機
関
の
経
営
を
む
し
ば

ん
で
い
る
が
、
そ
の
状
況
下
、
こ
の
報
告
書
は
地
域
で
存
続
す
る
た
め
の
経
営
課
題
を
分
析
し
て
い
る
。
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崩
れ
る
？ 

暗
黙
の
棲
み
分
け

　

「
ど
う
い
う
つ
も
り
な
の
か
、
非
常
に
不
愉
快

だ
」。
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
関
係
者
は
苦
々
し
く

話
す
。
こ
の
関
係
者
が
憤
り
を
見
せ
る
の
は
、
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
〝
親
密
地
銀
〞
と
言
わ
れ
て
き

た
地
方
銀
行
に
触
手
を
伸
ば
す
、
み
ず
ほ
Ｆ
Ｇ
に

対
し
て
だ
。

　

み
ず
ほ
Ｆ
Ｇ
は
３
月
20
日
、
静
岡
銀
行
と
リ
テ

ー
ル
分
野
等
で
業
務
提
携
す
る
方
針
を
発
表
。
①

遺
言
信
託
な
ど
の
資
産
承
継
ビ
ジ
ネ
ス
、
②
新
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
③
事
務
効
率
化
、
④
住

宅
ロ
ー
ン
、
⑤
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
や
Ａ
Ｉ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ

の
各
分
野
で
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

　

し
か
し
、
静
岡
銀
行
の
発
行
済
株
式
２
・
33
％

は
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
保
有
し
て
お
り
（
２
０
１

８
年
３
月
現
在
）、
静
岡
銀
行
は
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
の
親
密
地
銀
で
構
成
す
る
「
火
曜
会
」
の
主
要

メ
ン
バ
ー
。〝
鉄
の
結
束
〞
を
誇
る
火
曜
会
の
一

角
と
、
み
ず
ほ
Ｆ
Ｇ
が
広
範
な
業
務
提
携
を
結
ん

だ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
驚
き
を
持
っ
て
金
融
界
を
駆
け

巡
っ
た
。

　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
日
ご
ろ
か
ら
、
親
密
地
銀

と
の
関
係
を
保
持
し
て
き
た
。
親
睦
会
で
あ
る

「
火
曜
会
」「
好
日
朝
食
会
」
な
ど
を
通
じ
て
、
親

密
地
銀
の
頭
取
と
頻
繁
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
旧
三

菱
銀
行
の
親
密
地
銀
が
集
う
火
曜
会
は
、
よ
り
強

固
な
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
目
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
ゆ
え
、「
他
の
メ
ガ
バ
ン
ク
が
親
密
地
銀
の

切
り
崩
し
に
動
い
て
い
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
も

っ
て
由
々
し
き
こ
と
」（
同
関
係
者
）
と
映
り
、

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
警
戒
を
強
め
て
い
る
。

地
銀
と
の
関
係
を

深
め
る
背
景

　

み
ず
ほ
Ｆ
Ｇ
が
旧
来
の
親
密
関
係
を
超
え
て
ま

で
地
銀
と
の
提
携
を
急
ぐ
背
景
に
は
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
で
国
内
金
融
市
場
が
先
細
る
中
、
全
都

道
府
県
に
張
り
巡
ら
せ
た
地
方
拠
点
の
コ
ス
ト
負

担
や
採
算
性
が
看
過
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
事
情

が
あ
る
。

　

み
ず
ほ
Ｆ
Ｇ
は
24
年
度
末
ま
で
に
既
存
店
舗
の

２
割
削
減
（
１
０
０
拠
点
）
を
打
ち
出
し
て
お
り
、

店
舗
の
減
損
処
理
を
含
め
て
、
拠
点
や
人
員
の
整

理
縮
小
を
段
階
的
に
進
め
て
い
く
方
針
だ
。
と
り

わ
け
課
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
採
算
が
悪
化
し

て
い
る
地
方
拠
点
。
地
元
に
強
固
な
地
盤
を
持
つ

地
方
銀
行
と
連
携
し
、
メ
ガ
バ
ン
ク
で
は
採
算
が

合
わ
な
い
業
務
を
地
銀
に
任
せ
た
り
、
互
い
に
顧

客
を
紹
介
し
合
う
関
係
を
結
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、

地
方
拠
点
の
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　

み
ず
ほ
Ｆ
Ｇ
傘
下
の
み
ず
ほ
銀
行
も
、
古
く
か

ら
親
密
先
の
地
銀
を
束
ね
る
親
睦
会
を
持
っ
て
い

る
。
旧
第
一
勧
業
銀
行
の
「
ハ
ロ
ー
会
」、
旧
富

士
銀
行
の
「
八
紘
会
」
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
加
盟

す
る
地
銀
と
の
関
係
は
深
い
。
そ
の
一
方
で
、
さ

ら
に
親
密
先
を
広
げ
る
た
め
、
新
た
な
親
睦
会
も

発
足
し
て
い
る
。

　

昨
年
11
月
に
発
足
会
を
行
い
、
今
年
２
月
７
日

に
１
回
目
の
会
合
を
開
催
し
た
「
経
営
戦
略
懇
話

会
」。
地
銀
の
役
員
向
け
に
始
め
た
情
報
交
換
会

だ
。
対
象
者
は
、
ハ
ロ
ー
会
と
八
紘
会
の
加
盟
行

に
加
え
て
、
個
別
案
件
の
業
務
な
ど
で
関
わ
り
の

あ
る
地
銀
な
ど
、
約
40
行
の
企
画
担
当
役
員
。
銀

行
を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
に
つ
い
て

議
論
し
て
い
く
方
針
で
、
６
月
５
日
に
予
定
さ
れ

て
い
る
第
２
回
会
合
で
は
、
３
メ
ガ
バ
ン
ク
の
統

一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
方
式
や
み
ず
ほ
Ｆ
Ｇ
の
構
造

み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
Ｆ
Ｇ
）
が
３
月
20
日
に
公
表
し
た
静
岡
銀
行
と
の
業
務

提
携
は
、
親
密
先
を
超
え
た
結
び
つ
き
と
し
て
、
金
融
界
に
波
紋
を
投
げ
か
け
た
。
地
方
拠
点

の
整
理
縮
小
に
動
き
だ
し
た
メ
ガ
バ
ン
ク
で
は
、
採
算
が
合
わ
な
い
業
務
を
地
銀
に
任
せ
た
り
、

互
い
に
顧
客
を
紹
介
し
合
う
関
係
を
構
築
し
た
り
す
る
目
的
で
、
地
方
銀
行
と
の
結
び
付
き
を

強
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
旧
来
の
親
密
地
銀
と
の
関
係
強
化
に
加
え
、
さ
ら
に
親
密
先
を
広
げ

て
い
く
た
め
の
新
た
な
「
地
銀
親
睦
会
」
も
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

地
銀
の
囲
い
込
み
に
動
く

３
メ
ガ
バ
ン
ク
の
思
惑
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危
機
意
識
を
組
織
全
体
で
共
有

当
行
は
現
在
推
進
中
の
中
期
経
営
計
画
（
18
年

４
月
か
ら
21
年
３
月
ま
で
の
３
カ
年
計
画
）
で
、

目
指
す
姿
を
「
地
域
に
根
ざ
し
た
面
倒
見
の
良
い

銀
行
」
と
し
、
取
引
先
の
訪
問
活
動
に
重
点
を
置

い
た
営
業
活
動
に
注
力
し
て
い
る
。

頭
取
に
就
任
し
た
14
年
６
月
時
点
で
は
、
貸
出

金
利
息
収
入
の
下
落
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
だ
っ
た
。
経
費
削
減
策
も
計
画
ど
お
り
に
は
進

ま
ず
、「
過
去
の
や
り
方
の
ま
ま
で
も
な
ん
と
か

生
き
て
い
け
る
」
と
い
っ
た
慢
心
が
組
織
に
蔓
延

し
て
い
た
。
当
時
、「
佐
賀
共
栄
銀
行
は
４
０
０

人
が
乗
り
込
ん
だ
１
艘
の
船
で
あ
る
。〝
き
ょ
う

ぎ
ん
丸
〞
を
皆
で
一
緒
に
漕
ぐ
ん
だ
」
と
一
生
懸

聖
域
な
き
改
革
で
数
年
前
の
危
機
的
状
況
を
打
破
︑

大
胆
な
人
事
改
革
も
断
行

談
論
風
発

２
０
１
５
年
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
実
行
し
た
結
果
、
当
行
の
17
年
３
月
期
の
貸
出
金
利
息
収
入
は

35
億
１
７
０
０
万
円
（
前
年
同
期
比
１
億
２
０
０
万
円
増
）
と
な
っ
た
。
通
期
と
し
て
４
年
ぶ
り
の
増

加
に
転
じ
、
18
年
３
月
期
も
好
調
な
決
算
だ
っ
た
。
現
在
、
取
引
先
数
を
増
や
し
て
小
口
の
融
資
を
積

み
上
げ
、
21
年
３
月
ま
で
に
年
間
の
貸
出
金
利
息
収
入
を
38
億
円
に
増
や
す
計
画
を
推
進
し
て
い
る
。

当
行
の
よ
う
な
小
規
模
金
融
機
関
が
生
き
残
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
行
員
に
方
向
付
け
や
動
機
付

け
を
与
え
、
当
り
前
の
こ
と
を
真
摯
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

佐
賀
共
栄
銀
行
　
頭
取

二
宮 

洋
二
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